
人権学習展開例〔第１学年〕１ 主 題 トラブルの解決方法について考える２ 教材名
４ どうすれば いいかな３ 主題・教材について自分の感じたことや考えたことを表現することは子どもたちの権利であり、重要なことである。しかし、子どもたちは、相手の立場やそのときの状況を考えずに、自分の思いをストレートに出し、行動することにより、他者との対立を生み出すことが少なくない。そこで、この教材では、実際に利害がからむ場面に出会ったときに、どうすればいいのかを考え、話し合い、解決することの大切さに気づき、協力する力を育てたい。（関連領域：道徳）４ ねらい ・自分たちで問題解決していこうとする態度を養う。・友だちと十分に話し合い、協力する態度を養う。５ 展開例過程 主な学習活動 指導上の留意点 備考・日頃の学校生活で楽しかったこと ・日頃の子どもたちの様子をよく観察すると導 や困ったことを出し合う。 ともに、日記や終わりの会でのふり返りを入 通じて、子どもたちの状況を把握しておく。・順番に並んだ絵を見て、どんな話 ・２ひきの犬の状況を、場面ごとに考えさせ ＤＶＤ教材か考える。 る。 「ワークシート①ロープでつながれた２ひきの犬が、えさを ―１年用」見つける。 ワークシート②お互いに引っ張り合って、えさを食べる展 ことができない。③２ひきで考える・２ひきともえさを食べることがで ・なぜ、えさを食べることができないのか、きる方法を考える。 原因を明らかにしてから、考えさせる。・考えた方法を発表し合う。 ・様々な方法を考えさせ、それらを認め合う開 ようにさせる。・ロールプレイをする。 ・自分たちで問題を解決しようとする活動を 犬の面支援する。 ロープ・合図を決め、ロールプレイの開始と終了を明確にする。まと ・問題を解決した経験を出し合う。 ・自分たちの生活の中で、他者との対立の問め 題を、うまく解決できた経験を出させる。【参考資料】国際理解教育センターＥＲＩＣ『いっしょにできるよ』

どんな話か考えよう。

２ひきの犬のようなことはなかっただろうか。

問題を解決するにはどうすればいいのだろう。
ロールプレイをして確かめよう。



【ワークシート】


